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触感＋電気 ＝身体の不思議

電気刺激を用いた

触感拡張インターフェース



「筋電咀嚼音フィードバック」と呼ばれる聴覚AR

（拡張現実感）を応用し、噛む時の頬の筋肉や側頭筋

の動きと同期して、介護食を食べる時に「ザクザク」

「シャキシャキ」といった音を与えることにより食感

を錯覚させて、食欲不振を防ぐという技術を開発して

います [1]。介護食の食感をよくしたり、好みの食感

を探ったり、QOLを高めるための応用研究を進めてい

ます。

デモでは、実際に食品を食べることで、「りんご」

や「おもち」などを再現した食感を体験できます。

音で食感を変える

電気で触感を変える
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身体に微弱な電気を流すことで触覚の神経を刺激す

ると、人工的な触覚を伝えることができます。私たち

の研究グループでは、指の中節への電気刺激により指

先に感覚が生じる現象を発見し、指で触れた物体の粗

さ感覚の変調（ツルツルをザラザラに感じさせるな

ど）を可能にしました [2]。この不思議な知覚のメカ

ニズムに迫る基礎研究や、医療分野での検査や技能に

関わる応用研究を進めています。

デモでは、指で物体に触れた際に炭酸感や拍動感な

どを体験することができます。

実際の体験によってどのような感覚が得られたか、回答しなが

ら体験してみてください。他の人との感じ方の違いやフィード

バックの種類によってどのような違いがあるでしょうか。

感じ方をくらべてみよう
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刺激した位置と異なる領域に
感覚が生じるのが驚きポイント

噛む動きに合わせて音が鳴ると
つられて食感が変わるのがポイント
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